
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































）HXdii! H#E#!I]Z X^k^a aVl! 9^\Zhi dg EVcYZXih 
MMM>MA!I]ZXZcigVa igjhiXdbeVcn!8^cX^ccVi^!
JH6!e##
）篠塚，前掲論文，ページ。
）HXdii!H#E#!de!X^i#!e##
）篠塚，前掲論文，ページ。
）船田享二『ローマ法』改版，第㧜巻，岩波書店，
昭和年，ページ。
）篠塚，前掲論文，ページ。
）同上論文，ページ。
）同上論文，ページ。
）同上論文，同所。
）ドイツ学説がゲベーレ論から一元論的に占有を導
いたというのであるが＊），原因は，権利事実には
「権利事実」というこの「㧛」表現─名辞しか成
立しないというところと同根である。しかしゲベ
ーレ論は，ゲベーレというもの，その対称として
の edhhZhh^dというものの認識に，ともに <ZlZgZ
または edhhZhh^dという語彙，という問題意識を欠
くものであるため，対象としてはほとんど同一の
対象─事象を取扱っていながら，したがって論
述も酷似するものでありながら，その理解は異次
元にある。
　　＊　喜多，前掲書，ページ。
）篠塚，前掲論文，ページ。
）辻「物権変動論，占有論とパターン認識」『阪南論
集　社会科学論』巻㧝号，年㧛月，ペ
ージ。
）我妻栄「占有改定は民法第条の要件を充たすか」
『民法研究』Ⅲ，有斐閣，昭和年，ページ以
下。
）杉之原，前掲論文，ページ。
（年月日受付）
（年月日掲載決定）
「二つの占有論」の「法と言語論」
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